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【
１
月
２
日
朝　

東
京
・
丸
の
内
】

　

「
中
央
大
学
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る

会
」（
以
下
、
強
く
す
る
会
）
は
毎
年
、

バ
ス
１
台
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
箱
根
に
１
泊

し
て
東
京
・
大
手
町―

箱
根
・
芦
ノ
湖
間

の
往
復
路
を
応
援
し
て
い
る
。
こ
と
し
参

加
し
た
の
は
、19
人
（
学
生
記
者
を
含
む
）。

い
ず
れ
も
熱
烈
な
中
大
駅
伝
フ
ァ
ン
だ
。

　

１
月
２
日
午
前
６
時
半
、
東
京
駅
に
近

い
中
大
応
援
場
所
の
郵
船
ビ
ル
前
に
は
す

で
に
バ
ス
が
到
着
し
、「
強
く
す
る
会
」

の
上
岡
君
義
会
長（
昭
和
29
年
法
学
部
卒
）

は
じ
め
、
会
員
ら
が
幟
（
の
ぼ
り
）
を
組

み
立
て
る
な
ど
応
援
の
準
備
を
始
め
て
い

た
。

厳
し
く
な
る
ホ
テ
ル
と
駐
車
場
確
保

　

そ
ん
な
な
か
で
早
く
も
忙
し
く
立
ち

回
っ
て
い
た
の
は
、「
強
く
す
る
会
」
事

務
局
長
の
朝
倉
博
さ
ん
（
昭
和
39
年
経
済

学
部
卒
）
だ
。
こ
の
日
、
朝
倉
さ
ん
は
午

前
３
時
半
に
東
京
・
世
田
谷
の
自
宅
を
出

た
。
５
時
に
東
京
・
錦
糸
町
に
あ
る
「
強

く
す
る
会
」
事
務
所
に
立
ち
寄
り
、
参
加

者
に
配
る
資
料
や
幟
、
小
旗
な
ど
の
応
援

資
材
を
バ
ス
に
積
み
込
ん
で
、
大
手
町
に

駆
け
つ
け
た
。

　

「
こ
こ
ま
で
の
準
備
が
大
変
な
ん
で

す
」
と
朝
倉
さ
ん
。
参
加
者
に
配
る
資
料

は
中
大
ス
ポ
ー
ツ
、
応
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

箱
根
駅
伝
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
数
多
い
。

事
前
の
準
備
も
大
変
で
、
数
ヶ
月
前
か
ら
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い
ま
や
、
正
月
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
箱
根
駅
伝
。
史
上
最
多
14
回
の
総
合
優
勝
を
誇
る
中
央

大
学
は
、
１
月
２
、
３
両
日
に
行
わ
れ
た
第
88
回
箱
根
駅
伝
で
総
合
８
位
と
28
年
連
続
で
シ
ー
ド
権
を

確
保
し
た
。
こ
の
伝
統
を
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
「
中
央
大
学
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る
会
」
だ
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
支
援
す
る
「
強
く
す
る
会
」
の
熱
き
中
大
駅
伝
フ
ァ
ン
を
２
日
間
、
箱
根
路
に
追
っ
た
。

　

い
ま
や
、
正
月
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
箱
根
駅
伝
。
史
上
最
多
14
回
の
総
合
優
勝
を
誇
る
中
央

大
学
は
、
１
月
２
、
３
両
日
に
行
わ
れ
た
第
88
回
箱
根
駅
伝
で
総
合
８
位
と
28
年
連
続
で
シ
ー
ド
権
を

確
保
し
た
。
こ
の
伝
統
を
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
「
中
央
大
学
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る
会
」
だ
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
支
援
す
る
「
強
く
す
る
会
」
の
熱
き
中
大
駅
伝
フ
ァ
ン
を
２
日
間
、
箱
根
路
に
追
っ
た
。

学
生
記
者
取
材
班

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
伝
統
を
支
え
る

上岡君義会長

朝倉博事務局長
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対
応
に
追
わ
れ
る
。
参
加
者
が
１
泊
す
る

ホ
テ
ル
の
予
約
か
ら
、
箱
根
で
の
バ
ス
駐

車
場
の
確
保
、
そ
れ
に
２
日
の
昼
食
、
３

日
の
朝
食
の
お
に
ぎ
り
の
手
配
な
ど
一
切

を
一
手
に
担
っ
て
い
る
。

　

「
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
が
、

準
備
に
追
わ
れ
ま
す
。
箱
根
駅
伝
は
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
、
と
く
に 

箱
根
は
す
ご
い
人
や
車
で
、
泊
ま
る
ホ
テ

ル
や
バ
ス
の
駐
車
場
の
確
保
が
年
々
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
高
ま
る
一
方
の
駅

伝
フ
ィ
ー
バ
ー
に
、
朝
倉
さ
ん
の
大
変
さ

も
増
し
て
い
る
。

◇　

―

　

◇　

―

　

◇

　

「
強
く
す
る
会
」
は
、
中
央
大
学
の
駅

伝
チ
ー
ム
を
物
心
両
面
か
ら
援
助
し
、
優

勝
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
１
９
８
８

年
（
昭
和
63
年
）
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、

会
員
は
約
１
２
０
０
人
（
名
簿
上
）。
年

会
費
は
５
０
０
０
円
。

　

毎
年
11
月
に
総
会
を
開
き
、
あ
わ
せ
て

選
手
激
励
会
を
行
っ
て
い
る
。
正
月
の
箱

根
駅
伝
に
は
箱
根
一
泊
応
援
を
は
じ
め
会

員
参
加
に
よ
る
応
援
活
動
を
実
施
。
４
月

に
は
新
入
生
選
手
の
歓
迎
会
を
開
催
。
ま

た
夏
の
北
海
道
・
弟
子
屈
町
、
長
野
・
菅

平
の
合
宿
を
は
じ
め
、
合
宿
先
を
訪
ね
て

は
選
手
を
激
励
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
選
手
強
化
協
力
費
や
育
英
奨

学
金
な
ど
、
資
金
的
な
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

◇　

―

　

◇　

―

　

◇

箱
根
駅
伝
は
青
春
そ
の
も
の

　

午
前
８
時
の
往
路
ス
タ
ー
ト
ま
で
１
時

間
を
切
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
応
援
場

所
に
姿
を
み
せ
た
福
原
紀
彦
総
長
・
学
長

に
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。「
駅
伝
は

中
央
大
学
の
１
年
の
は
じ
ま
り
で
す
。
駅

伝
を
応
援
す
る
こ
と
で
中
大
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

駅
伝
の
観
戦
を
通
じ
て
全
国
の
人
に
中
大

の
伝
統
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
強
調
さ
れ

た
。

　

午
前
７
時
、
応
援
団
の
応
援
が
は
じ

ま
っ
た
。
す
で
に
周
囲
は
車
道
に
溢
れ

る
ぐ
ら
い
の
中
大
フ
ァ
ン
で
埋
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
に
何
人
も
の
応
援
団
Ｏ

Ｂ
の
顔
が
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
り
で
、
千

葉
・
我
孫
子
市
か
ら
駆
け
付
け
た
小
塚
正

人
さ
ん
（
昭
和
43
年

商
学
部
卒
）
は
「
箱

根
駅
伝
は
青
春
そ
の

も
の
。
毎
年
、
箱
根

駅
伝
を
応
援
す
る
の

が
生
き
が
い
に
な
っ

て
い
る
」
と
声
を
張

り
上
げ
る
。

　

ま
た
、
ひ
と
き
わ

大
き
な
声
で
応
援
歌

を
歌
っ
て
い
た
の
は
、

昨
年
、
応
援
団
副
団

長
だ
っ
た
清
澤
要
さ

ん
（
平
成
23
年
法
学

部
卒
）。
現
在
は
航

空
自
衛
隊
・
奈
良
基

地
で
厳
し
い
訓
練
の

毎
日
を
お
く
る
清
澤
さ
ん
は
、
実
家
の
兵

庫
・
神
戸
市
か
ら
１
日
に
上
京
し
、
２
、

３
両
日
泊
ま
り
が
け
で
応
援
す
る
と
い
う
。

「
箱
根
は
1
年
で
最
大
の
楽
し
み
。
早
く

優
勝
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
募
ら
せ
る
。

　

午
前
８
時
、第
１
区
の
選
手
が
大
手
町
・

読
売
新
聞
社
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

数
分
後
、
選
手
が
ひ
と
固
ま
り
に
な
っ
て

「駅伝は１年のはじまり」と語る福原紀彦総長・学長

小塚正人さん
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郵
政
ビ
ル
前
を
一
瞬
で
走
り
去
っ
た
。
応

援
団
長
の
「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
」
と

の
挨
拶
を
合
図
に
、「
強
く
す
る
会
」
の

メ
ン
バ
ー
は
幟
を
撤
収
し
て
待
機
し
て
い

た
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。
バ
ス
は
午
前
８

時
20
分
、
一
路
、
箱
根
に
向
か
っ
た
。

【
往
路
バ
ス
車
中
】

１
に
商
売
、
２
に
箱
根
、
３
に
家
族

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」。
箱
根
に

向
か
う
バ
ス
車
内
で
参
加
者
に
、
ま
ず
挨

拶
し
た
の
は
、「
強
く
す
る
会
」
幹
事
長

の
中
村
重
郎
さ
ん
（
昭
和
34
年
経
済
学
部

卒
）。
自
分
の
会
社
の
事
務
所
を
「
強
く

す
る
会
」
の
事
務
所
に
提
供
し
て
い
る

中
村
さ
ん
は
、「
１
に
商
売
、
２
に
箱
根
、

３
に
家
族
」
と
言
い
切
る
ほ
ど
、
数
十
年

来
、
母
校
・
中
大
の
駅
伝
を
支
援
し
て
き

て
い
る
。

　

「
選
手
た
ち
が
楽
し
く
頑
張
っ
て
く
れ

れ
ば
良
い
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
し
ま
す
」
と
い
う
中
村
さ
ん

は
、
も
ち
ろ
ん
優
勝
に
期
待
を
寄
せ
て
は

い
る
が
、「
選
手
た
ち
の
人
間
性
が
大
き

く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
わ
が
子
を
見
守
る

よ
う
な
気
持
ち
で
応
援
し
て
い
る
。

　

バ
ス
で
の
箱
根
１
泊
応
援
の
参
加
者
は

常
連
が
多
い
が
、
そ
の
な
か
に
今
回
が
は

じ
め
て
の
参
加
と
い
う
人
が
い
た
。
堤
攻

さ
ん
（
昭
和
43
年
法
学
部
卒
）
で
、「
バ

ス
で
の
応
援
は
初
め
て
だ
け
ど
、
箱
根
駅

伝
の
応
援
は
40
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
」

と
い
う
熱
血
フ
ァ
ン
だ
。

　

「
箱
根
の
応
援
は
生
き
が
い
。
中
大
が

出
る
大
会
は
全
部
応
援
に
行
く
。
お
っ
か

け
だ
ね
」
と
笑
う
堤
さ
ん
は
、
国
立
競
技

場
で
の
関
東
イ
ン
カ
レ
を
は
じ
め
、
八
王

子
市
や
埼
玉
・
飯
能
市
で
行
わ
れ
る
駅
伝

や
立
川
市
で
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
応
援

に
も
足
を
運
ぶ
。

　

な
ぜ
そ
こ
ま
で
熱
心
に
応
援
を
す
る
の

か
聞
い
て
み
る
と
、「
中
大
の
卒
業
生
は

箱
根
に
対
す
る
思
い
が
他
大
に
は
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
違
う
ん
で
す
。
中
大
に
と
っ

て
箱
根
は
特
別
な
も
の
で
、
中
大
の
絆
を

感
じ
る
」
と
言
っ
て
頷
く
。

　

遠
く
か
ら
、
馳
せ
参
じ
た
人
も
い
る
。

吉
田
敏
彦
さ
ん
（
昭
和
39
年
法
学
部
卒
）

は
岩
手
・
盛
岡
市
か
ら
参
加
し
た
。「
こ

の
10
年
間
で
７
回
、
岩
手
か
ら
箱
根
の
応

援
に
来
て
い
る
」
と
い
う
吉
田
さ
ん
は
、

「
中
大
の
売
り
と
い
え
ば
、
箱
根
駅
伝
で

す
。
よ
り
強
く
な
る
た
め
に
は
、
大
学
全

体
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
の
整
備
が
か
か

せ
ま
せ
ん
」
と
力
を
込
め
て
語
る
。

最
多
14
回
総
合
優
勝
の
誇
り

　

バ
ス
が
東
名
高
速
道
路
の
平
塚
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
の
小
休
憩
後
、
小
田
原

を
過
ぎ
、
徐
々
に
箱
根
の
山
道
に
入
り
出

す
と
、
電
波
の
関
係
で
バ
ス
車
内
に
設
置

さ
れ
た
テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
く
な
っ
て
き

た
。
そ
れ
で
も
車
内
は
駅
伝
ト
ー
ク
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
。「
早
稲
田
に
だ
け
は

優
勝
さ
せ
た
く
な
い
。
総
合
優
勝
の
回
数

が
中
大
に
並
ん
で
し
ま
う
か
ら
な
ぁ
〜
」

と
の
声
に
、「
そ
う
だ
」
と
参
加
者
が
口

ぐ
ち
に
相
槌
を
打
つ
。

　

テ
レ
ビ
映
像
か
ら
の
情
報
が
取
り
に
く

く
な
っ
て
き
た
な
か
で
、「
小
田
原
中
継

所
で
中
大
は
６
位
で
襷
を
渡
し
た
。
こ
れ

か
ら
だ
。
い
け
る
ぞ
」
と
ひ
と
き
わ
元
気

な
声
で
車
内
に
情
報
を
伝
え
る
の
は
、
清

中村重郎幹事長

吉田敏彦さん

堤攻さん
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水
康
弘
さ
ん
（
昭
和
38
年
経
済
学
部
卒
）。

清
水
さ
ん
の
携
帯
電
話
に
、
自
宅
で
テ
レ

ビ
応
援
し
て
い
る
友
達
か
ら
、
そ
の
都
度

連
絡
が
入
っ
て
い
る
の
だ
。「
大
学
在
学

中
か
ら
の
友
達
で
は
な
く
て
、
強
く
す
る

会
で
の
交
流
で
新
し
く
で
き
た
友
達
な
ん

で
す
」
と
語
る
清
水
さ
ん
は
、
強
く
す
る

会
を
通
し
た
人
と
の
つ
な
が
り
の
広
が
り

に
、
中
大
の
絆
を
感
じ
て
い
る
。

　

昨
年
に
続
い
て
今
年
が
２
回
目
の
参
加

に
な
る
と
い
う
松
田
清
治
さ
ん
（
平
成
21

年
法
学
部
通
信
教
育
課
程
卒
）
は
、「
連

続
出
場
83
回
の
伝
統
の
力
で
上
位
進
出
を

果
た
し
て
ほ
し
い
」
と
古
豪
・
中
大
の

底
力
に
期
待
を
寄
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、

「
強
い
他
の
大
学
を
み
て
い
る
と
、
中
大

に
も
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
選
手
が
も
っ

と
入
っ
て
来
て
ほ
し
い
」
と
チ
ー
ム
力
の

ア
ッ
プ
を
願
う
。

　

「
も
っ
と
選
手
の
身
近
で
応
援
し
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
強
く
す
る
会
に

入
っ
た
と
い
う
の
は
、平
山
正
浩
さ
ん（
昭

和
60
年
商
学
部
卒
）。「
中
大
に
は
誰
か
が

ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
も
全
員
で
カ
バ
ー
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
し
、
そ
れ
だ

け
の
力
が
あ
る
」
と
順
位
を
下
げ
つ
つ
あ

る
５
区
の
状
況
を
気
に
し
な
が
ら
、
力
強

く
語
る
。

【
箱
根
恩
賜
公
園
・
往
路
ゴ
ー
ル
前
】

　

バ
ス
は
午
前
11
時
30
分
ご
ろ
、
箱
根
・

芦
ノ
湖
の
往
路
ゴ
ー
ル
付
近
に
到
着
。
５

区
の
選
手
が
来
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
２
時

間
ほ
ど
あ
る
。
強
く
す
る
会
の
メ
ン
バ
ー

は
バ
ス
を
降
り
て
、
中
大
の
指
定
応
援
場

所
の
県
立
箱
根
恩
賜
公
園
駐
車
場
ま
で
幟

と
小
旗
を
持
っ
て
歩
く
。
そ
の
途
中
、
通

り
す
が
り
の
乗
用
車
の
窓
が
あ
い
て
、「
中

大
を
応
援
す
る
の
で
小
旗
を
下
さ
い
」

と
手
を
伸
ば
す
人
に
、「
お
願
い
し
ま
す
。

し
っ
か
り
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ

て
小
旗
を
手
渡
す
。
中
大
の
小
旗
は
箱
根

駅
伝
フ
ァ
ン
に
大
人
気
だ
。

小
旗
１
０
０
０
本
を
沿
道
支
部
に
配
布

◇　

―

　

◇　

―

　

◇

　

白
地
に
赤
で
「
中
央
大
学
」
と
染
め
抜

い
た
幟
は
、「
強
く
す
る
会
」
が
作
成
し

て
い
る
。
駅
伝
フ
ァ
ン
に
人
気
の
小
旗
も

ま
た
「
強
く
す
る
会
」
が
作
成
、
正
月
の

箱
根
駅
伝
に
備
え
、
年
末
中
に
川
崎
、
横

浜
、
平
塚
、
小
田
原
な
ど
沿
道
の
学
員
会

地
域
支
部
に
合
わ
せ
て
約
１
０
０
０
本
を

配
っ
て
い
る
。

◇　

―

　

◇　

―

　

◇

　

応
援
場
所
に
集
ま
っ
た
中
大
関
係
者
の

な
か
に
、
５
区
を
走
る
主
将
の
井
口
恵
太

選
手
（
経
済
学
部
４
年
）
の
お
母
さ
ん
、

井
口
久
美
子
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。静
岡
・

浜
松
市
か
ら
近
所
の
人
た
ち
20
人
程
と
と

も
に
応
援
に
来
た
と
い
う
井
口
さ
ん
は
、

「
走
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
チ
ー
ム
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
に
走
り
ま
す
」
と
井
口
選
手

の
気
持
ち
を
伝
え
て
く
れ
た
。

　

午
後
１
時
半
す
ぎ
、
中
大
は
復
路
12
位

で
ゴ
ー
ル
。
そ
の
結
果
に
中
大
応
援
者
か

ら
は
「
明
日
の
復
路
６
区
は
繰
り
上
げ
一

斉
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。
中
大
が
復
路
一
斉

ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
26
年
ぶ
り
だ
」
と
落

胆
し
た
声
が
聞
か
れ
る
一
方
で
、
強
く
す

る
会
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
「
復
路
に
は

良
い
選
手
が
残
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫

だ
」
と
巻
き
返
し
に
期
待
を
込
め
る
。

　

往
路
終
了
後
、
芦
ノ
湖
畔
の
箱
根
駅
伝

清水康弘さん

松田清治さん平山正浩さん
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記
念
碑
前
で
行
わ
れ
た
報
告
会
に
、
５
区

の
山
登
り
を
走
っ
た
井
口
選
手
が
同
僚
の

選
手
に
肩
を
支
え
ら
れ
て
出
席
し
た
。
両

足
が
ま
だ
け
い
れ
ん
し
て
い
て
、
両
脇
を

支
え
ら
れ
な
い
と
自
力
で
立
て
な
い
。
そ

の
精
根
使
い
果
た
し
た
井
口
選
手
の
姿
に
、

「
強
く
す
る
会
」の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は「
よ

く
頑
張
っ
た
。
襷
を
つ
な
げ
た
こ
と
が
何

よ
り
だ
」
と
温
か
い
声
援
が
飛
ん
だ
。

【
夕
食
会
・
小
田
原
市
内
】

和
気
あ
い
あ
い
と
駅
伝
ト
ー
ク

　

「
強
く
す
る
会
」
の
参
加
者
は
午
後
３

時
す
ぎ
、
再
び
バ
ス
に
乗
り
、
箱
根
芦
ノ

湖
か
ら
小
田
原
市
内
の
ホ
テ
ル
に
向
か
っ

た
。
い
っ
た
ん
ホ
テ
ル
で
小
休
止
し
た
あ

と
、
夕
食
会
が
小
田
原
市
内
に
あ
る
料
理

屋
で
行
わ
れ
た
。

　

白
門
小
田
原
支
部
の
方
々
も
加
わ
り
、

夕
食
会
は
新
年
の
お
祝
い
を
し
な
が
ら
和

や
か
に
始
ま
っ
た
。
駅
伝
ト
ー
ク
は
も
ち

ろ
ん
近
況
報
告
や
学
生
時
代
の
話
な
ど
で

盛
り
上
が
る
。
往
路
12
位
と
い
う
結
果
に
、

バ
ス
で
の
一
泊
応
援
に
参
加
し
た
須
藤
菊

乃
さ
ん
は
「
あ
す
の
復
路
に
期
待
し
ま
す
。

往
路
の
結
果
を
見
て
、
一
年
間
の
練
習
の

成
果
を
本
番
で
出
す
の
は
な
か
な
か
大
変

だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

駅
伝
選
手
の
激
励
に
夏
の
菅
平
合
宿
に

も
駆
け
付
け
て
い
る
と
い
う
須
藤
さ
ん
は
、

中
大
出
身
の
経
済
人
に
よ
る
交
流
会
で
あ

る
『
南
甲
倶
楽
部
』
の
事
務
職
員
で
、
バ

ス
で
の
箱
根
一
泊
応
援
歴
９
年
と
い
う
常

連
者
だ
。

　

榛
葉
央
男
さ
ん
（
昭
和
47
年
経
済
学
部

卒
）
は
、「
中
大
の
駅
伝
が
か
つ
て
の
よ

う
な
勢
い
を
取
り
戻
す
に
は
、
他
大
の
よ

う
に
お
金
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
断

言
す
る
。
た
だ
、
陸
上
競
技
部
の
東
豊
田

寮
が
で
き
た
こ
と
で
、「
そ
の
成
果
が
出

て
く
る
と
思
う
」
と
今
後
に
期
待
し
て
い

る
。

【
１
月
３
日
朝　

元
箱
根
】

　

強
く
す
る
会
参
加
者
の
朝
は
早
い
。
ま

だ
夜
が
明
け
な
い
３
日
午
前
５
時
、
ホ
テ

ル
を
出
て
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
小
田
原
市

か
ら
復
路
ス
タ
ー
ト
地
点
の
箱
根
芦
ノ
湖

に
向
か
う
。
朝
ご
飯
は
、
バ
ス
車
内
で
お

に
ぎ
り
を
食
べ
る
。
こ
れ
は
２
日
の
夕
食

後
、
事
務
局
長
の
朝
倉
さ
ん
が
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
で
調
達
し
て
く
れ
た
も
の
だ
。

　

午
前
６
時
前
に
は
芦
ノ
湖
湖
畔
に
着
き
、

そ
こ
か
ら
歩
い
て
応
援
場
所
の
県
立
箱
根

恩
賜
公
園
に
向
か
う
が
、
ま
だ
復
路
ス

タ
ー
ト
２
時
間
前
と
い
う
の
に
早
く
も
沿

道
に
は
駅
伝
フ
ァ
ン
が
応
援
場
所
を
確
保

し
て
い
る
。
強
く
す
る
会
の
メ
ン
バ
ー
も

幟
を
立
て
て
、
沿
道
に
立
ち
並
び
、
応
援

の
準
備
を
す
る
。

　

早
朝
の
箱
根
は
さ
す
が
に
底
冷
え
す
る

が
、
人
出
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
、
周

囲
に
熱
気
が
み
な
ぎ
っ
て
く
る
。
午
前
７

時
10
分
、
中
大
の
応
援
が
始
ま
り
校
歌
や

応
援
歌
が
響
く
。

　

午
前
８
時
、
復
路
ス
タ
ー
ト
。
遅
れ
て

中
大
は
13
校
と
集
団
で
繰
り
上
げ
一
斉
ス

タ
ー
ト
し
た
。「
代
田
頑
張
れ
！
」
と
声

を
張
り
上
げ
て
、
６
区
の
代
田
修
平
選
手

（
経
済
学
部
２
年
）
に
声
援
を
送
っ
た
あ

と
、
強
く
す
る
会
の
メ
ン
バ
ー
は
バ
ス
に

乗
り
込
み
、今
度
は
復
路
ゴ
ー
ル
の
東
京
・

大
手
町
に
向
か
っ
た
。

【
復
路
バ
ス
車
中
】

中
大
6
連
覇
時
代
か
ら
応
援

　

バ
ス
車
内
で
は
、
快
調
に
山
を
下
る
代

田
選
手
に
「
い
い
ぞ
。
区
間
賞
を
狙
え
る

ぞ
」
と
期
待
の
声
が
あ
が
る
。
順
位
を
上

後藤菊乃さん

榛葉央男さん
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げ
、８
位
競
争
に
加
わ
る
と「
行
け
行
け
〜
、

頑
張
れ
」
と
声
援
と
手
拍
子
が
起
こ
る
。

　

バ
ス
の
後
部
座
席
で
穏
や
か
な
表
情
で

応
援
し
て
い
る
源
嶋
智
さ
ん
（
昭
和
41
年

文
学
部
卒
）
に
話
を
聞
い
た
。
バ
ス
で
の

一
泊
応
援
に
は
10
年
来
参
加
し
続
け
て
い

る
そ
う
で
、「
箱
根
が
来
な
い
と
正
月
が

来
な
い
」
と
箱
根
駅
伝
の
応
援
は
欠
か
せ

な
い
新
年
行
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

12
月
に
京
都
で
行
わ
れ
る
高
校
駅
伝
に

も
毎
年
の
よ
う
に
足
を
運
び
、
高
校
の
有

望
選
手
が
ど
の
大
学
に
行
く
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
ほ
ど
、
中
大
の
応
援
に
熱
を

入
れ
る
。「
箱
根
で
活
躍
し
た
大
学
選
手

の
多
く
は
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
。
中
大
の

選
手
は
文
武
両
道
な
の
で
、
卒
業
し
て
実

業
団
に
入
っ
て
も
伸
び
る
」
と
源
嶋
さ
ん

は
選
手
の
将
来
を
も
見
据
え
て
い
る
。

　

ご
夫
妻
で
参
加
し
て
い
た
の
は
、
山
口

義
夫
さ
ん
（
昭
和
38
年
商
学
部
卒
）
と
喜

代
子
さ
ん
。
税
理
士
の
山
口
さ
ん
は
強
く

す
る
会
の
会
計
監
事
で
も
あ
る
。
６
，
７

年
前
に
同
期
生
に
誘
わ
れ
て
強
く
す
る
会

に
入
り
、
５
，
６
年
前
か
ら
ご
夫
妻
で
一

泊
応
援
に
参
加
し
て
い
る
。

　

「
僕
ら
の
こ
ろ
は
中
大
が
６
連
覇
し
た

時
代
で
す
。
勝
負
事
は
や
は
り
勝
た
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
」
と
願
う
の
は
15
年
も
遠

ざ
か
っ
て
い
る
優
勝
だ
。
一
泊
応
援
に
参

加
す
る
の
は
「
若
い
人
と
一
緒
に
大
声
で

校
歌
を
歌
う
と
若
返
る
。
そ
れ
に
テ
レ
ビ

と
は
違
う
臨
場
感
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

と
答
え
て
く
れ
た
。「
箱
根
路
の
雰
囲
気

が
な
ん
と
も
言
え
な
い
」
と
喜
代
子
さ
ん

も
付
け
加
え
る
。

　

山
口
さ
ん
は
「
強
く
す
る
会
の
会
員
に

は
平
成
の
卒
業
生
が
い
な
い
ん
で
す
。
働

き
盛
り
と
は
い
え
30
代
40
代
の
会
員
も
少

な
い
」
と
言
っ
て
、「
若
い
人
た
ち
も
ぜ

ひ
、
会
員
に
な
っ
て
駅
伝
を
応
援
し
て
ほ

し
い
」
と
強
く
す
る
会
へ
の
加
入
を
呼
び

掛
け
た
。

〝
皆
勤
賞
〞
の
バ
ス
箱
根
一
泊
応
援

　

バ
ス
箱
根
一
泊
応
援
の
た
だ
一
人
の

〝
皆
勤
賞
〞
と
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
が
言

う
の
は
、
矢
原
正
さ
ん
（
昭
和
41
年
理

工
学
部
卒
）
だ
。
中
央
大
学
の
６
連
覇
が

き
っ
か
け
で
熱
烈
な
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と

い
う
矢
原
さ
ん
に
と
っ
て
、
毎
年
の
バ
ス

ツ
ア
ー
で
の
応
援
は
正
月
の
年
中
行
事
に

な
っ
て
い
る
。
長
年
応
援
し
て
き
て
い
て
、

「
近
年
は
高
校
の
有
望
選
手
の
獲
得
を
は

じ
め
、
政
策
的
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学

が
多
い
な
か
で
、
中
央
大
学
も
本
腰
を
入

れ
な
い
と
取
り
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
一
人
だ
。

　

「
中
央
大
学
の
文
武
両
道
と
は
司
法
試

験
の
高
合
格
率
、
箱
根
駅
伝
の
活
躍
が
柱

で
す
」と
強
調
す
る
の
は
佐
藤
勝
さ
ん（
昭

和
43
年
法
学
部
卒
）。
母
校
へ
の
熱
い
思

い
か
ら
、
強
く
す
る
会
に
入
っ
た
と
い
う

源嶋智さん

山口義夫・喜代子ご夫婦

矢原正さん佐藤勝さん
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佐
藤
さ
ん
は
、「
い
ま
は
自
分
の
こ
と
だ

け
を
考
え
る
人
が
多
い
が
、
駅
伝
は
襷
を

つ
な
い
で
、
み
ん
な
の
た
め
に
自
分
の
責

任
を
懸
命
に
果
た
そ
う
と
す
る
の
が
魅
力

で
す
」
と
強
調
す
る
。

　

強
く
す
る
会
は
毎
年
「
箱
根
駅
伝
を
強

く
す
る
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
作
成
・
発
行
し
、

会
員
に
配
布
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
担
当

す
る
広
報
委
員
長
が
石
村
靖
雄
さ
ん
（
昭

和
44
年
法
学
部
卒
）
だ
。
ニ
ュ
ー
ス
取
材

の
た
め
に
、
合
宿
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
参
加

し
て
い
る
。「
も
ち
ろ
ん
中
大
の
優
勝
を

願
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ど
の
大
学
も
優

勝
を
狙
っ
て
い
る
の
で
、
巡
り
合
わ
せ
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
復
路
で
の
巻

き
返
し
に
想
い
を
馳
せ
る
。

【
昼
食
・
上
野
精
養
軒
】

　

バ
ス
は
復
路
ゴ
ー
ル
の
大
手
町
に
向
か

う
途
中
、
早
め
の
昼
食
を
と
る
た
め
上
野

精
養
軒
に
立
ち
寄
っ
た
。
食
事
を
し
な
が

ら
、
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
、
応
援
す
る
。

８
―
10
位
と
い
う
シ
ー
ド
権
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
の
争
い
が
続
き
、「
シ
ー
ド
は
取
れ

る
の
か
」
と
い
う
不
安
の
声
と
「
後
続
と

の
タ
イ
ム
差
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」
と

安
心
す
る
声
が
交
錯
す
る
。

現
役
世
代
の
新
会
員
獲
得
が
課
題

　

そ
こ
で
強
く
す
る
会
会
長
の
上
岡
君
義

さ
ん
に
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
上
岡

さ
ん
は
今
年
、
体
調
と
相
談
し
て
箱
根
一

泊
応
援
の
バ
ス
参
加
を
見
送
っ
た
が
、
こ

こ
で
一
行
と
合
流
し
た
。

　

旧
制
中
学
時
代
に
長
距
離
の
選
手
で
、

中
央
大
学
理
事
も
務
め
た
上
岡
さ
ん
が
、

副
会
長
か
ら
会
長
に
就
い
た
の
は
平
成
22

年
４
月
。
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
役

員
も
会
員
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

に
危
機
感
を
覚
え
、「
学
員
会
の
地
域
や

年
次
支
部
の
会
合
に
顔
を
出
し
て
は
、
若

い
人
た
ち
に
入
会
し
て
も
ら
う
よ
う
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

「
箱
根
駅
伝
の
優
勝
は
大
学
の
経
営
に

大
き
く
関
係
し
て
き
ま
す
」
と
い
う
上
岡

さ
ん
は
、「
箱
根
駅
伝
は
国
民
的
行
事
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
優
勝
す
る
と
受
験
生

が
増
え
て
、
大
学
は
よ
り
優
秀
な
学
生
を

入
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
文

武
両
道
に
も
つ
な
が
る
ん
で
す
」
と
強
調

す
る
。

　

こ
の
た
め
上
岡
さ
ん
は
、
駅
伝
の
専
任

コ
ー
チ
を
お
く
よ
う
に
大
学
側
に
申
し
入

れ
て
い
る
と
い
う
。
監
督
が
コ
ー
チ
も
兼

任
し
て
い
る
中
大
の
現
状
で
は
、
監
督
と

専
任
コ
ー
チ
が
い
る
他
大
と
の
差
が
広

が
っ
て
し
ま
う
と
懸
念
し
て
い
る
か
ら
だ
。

「
大
学
の
経
営
か
ら
考
え
て
も
、
箱
根
駅

伝
は
重
要
で
す
」
と
上
岡
さ
ん
は
重
ね
て

強
調
し
た
。◇　

―

　

◇　

―

　

◇

　

現
在
の
「
強
く
す
る
会
」
会
員
約
１
２

０
０
人
の
年
齢
構
成
は
、
50
〜
70
歳
代
が

ほ
と
ん
ど
で
、
昭
和
42
年
（
１
９
６
７

年
）
以
降
に
卒
業
し
た
年
代
は
き
わ
め
て

少
な
い
。
会
員
は
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た

人
が
大
半
で
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
現
役

世
代
の
新
規
会
員
の
獲
得
が
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
地
域
的
に
は
全
体
の
約

８
割
が
関
東
近
県
在
住
者
だ
。

　

中
央
大
学
は
平
成
８
年（
１
９
９
６
年
）

の
箱
根
駅
伝
で
32
年
ぶ
り
14
回
目
の
総
合

優
勝
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
年
の
中
央
大

学
の
受
験
生
は
対
前
年
比
で
１
万
人
以
上

増
え
、
箱
根
駅
伝
優
勝
の
相
乗
効
果
と
み

ら
れ
て
い
る
。

◇　

―

　

◇　

―

　

◇

【
日
本
橋
・
復
路
ゴ
ー
ル
前
】

　

３
日
12
時
前
、
東
京
・
大
手
町
の
ゴ
ー

ル
付
近
は
10
区
の
選
手
を
今
か
今
か
と
待

ち
わ
び
る
観
衆
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。

中
央
大
学
の
応
援
場
所
で
あ
る
日
本
橋
近

く
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
前
も
、
身
動
き
で
き
な

い
ほ
ど
の
人
で
膨
れ
上
が
っ
て
き
た
。

　

ラ
ジ
オ
で
中
大
の
順
位
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

シ
ー
ド
権
確
保
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い

う
情
報
が
伝
わ
る
と
「
も
う
大
丈
夫
だ
」

と
安
堵
し
た
空
気
が
広
が
る
。

　

応
援
団
の
応
援
ぶ
り
を
か
た
わ
ら
か
ら

見
つ
め
て
い
た
の
は
、
昨
年
の
応
援
団
長

石村靖雄さん
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だ
っ
た
石
川
弘
樹
さ
ん
（
平
成
23
年
文
学

部
卒
）。
社
会
人
一
年
目
の
石
川
さ
ん
は
、

大
晦
日
に
実
家
に
帰
り
、
元
旦
を
実
家
で

過
ご
し
た
あ
と
、
２
、
３
日
両
日
、
往
復

路
を
応
援
団
の
後
輩
達
と
行
動
を
共
に
し

て
き
た
。「
後
輩
達
の
成
長
を
見
た
く
て

参
加
し
ま
し
た
が
、
ま
た
明
日
か
ら
仕
事

で
す
」
と
わ
が
身
を
振
り
返
っ
た
。

　

熱
心
に
カ
メ
ラ
を
か
ま
え
て
い
た
の
は

邉
田
幸
藏
さ
ん
（
昭
和
41
年
法
学
部
卒
）。

昨
年
は
箱
根
一
泊
応
援
に
参
加
し
た
が
、

都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
今
年
は
ゴ
ー

ル
を
見
届
け
る
た
め
に
、
午
前
４
時
に
起

き
て
、
大
手
町
に
駆
け
付
け
た
と
い
う
。

「
箱
根
駅
伝
の
応
援
は
、
中
大
卒
業
生
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
な
ん
で
す
。
ま
た
、
応
援
を
機

に
人
の
輪
が
広
が
り
、
卒
業
年
次
を
超
え

た
交
流
が
で
き
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

【
報
告
会
・
常
盤
橋
公
園
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
園
を
一
杯
に
埋
め
た
中
大
フ
ァ
ン

　

中
大
は
総
合
８
位
で
復
路
ゴ
ー
ル
。
28

年
連
続
で
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
。
日
本

橋
・
常
盤
橋
公
園
で
の
恒
例
の
報
告
会
で
、

久
野
修
慈
理
事
長
は
「
中
大
の
精
神
を
守

り
、
そ
し
て
東
北
を
応
援
す
る
気
持
ち
で

走
っ
て
く
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
福
原
紀
彦
総

長
・
学
長
は
「
伝
統
の
襷
と
絆
を
今
年
も

つ
な
ぎ
、
底
力
を
見
せ
つ
け
、
中
大
関
係

者
に
今
年
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
勇
気
を
与

え
て
く
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。
次
に
襷
を
つ
な
ぐ
の
は
我
々
の
番
で

す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
集
っ
た
大
勢

の
中
大
フ
ァ
ン
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

陸
上
競
技
部
の
井
上
彰
部
長
（
法
学
部

教
授
）
は
開
口
一
番
、「
ご
心
配
を
お
か

け
し
ま
し
た
」
と
一
言
。「
一
時
は
ど
う

な
る
か
と
思
っ
た
が
、
後
半
で
挽
回
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
課
題
を
克
服
し
て

来
年
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述

べ
た
。

　

浦
田
春
生
・
駅
伝
監
督
は
、「
３
位
を

目
標
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
復
路

12
位
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
厳
し
か
っ
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
思
い
を
み
ん
な
が
受
け
継

い
だ
お
か
げ
で
挽
回
で
き
ま
し
た
。
優
勝

に
は
足
り
て
い
ま
せ
ん
が
、
選
手
も
育
っ

て
き
て
い
ま
す
。
来
年
は
今
回
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
誓
っ

た
。

　

最
後
に
応
援
団
の
長
内
了
部
長
（
法
科

大
学
院
教
授
）
が
「
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド

キ
の
駅
伝
だ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん

の
人
が
応
援
に
来
る
大
学
は
他
に
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
公
園
を
埋
め
た
熱
心
な
中
大

フ
ァ
ン
に
向
か
っ
て
声
を
張
り
上
げ
た
。

◇　

―

　

◇　

―

　

◇

　

強
く
す
る
会
の
箱
根
一
泊
応
援
参
加
者

は
、
報
告
会
後
、
幟
と
小
旗
を
片
づ
け
、

各
自
が
バ
ス
に
置
い
た
荷
物
を
取
っ
て
、

散
会
し
た
。「
ま
た
来
年
も
会
い
ま
し
ょ

う
」
と
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
な
か
、
事
務

局
長
の
朝
倉
さ
ん
は
そ
の
ま
ま
バ
ス
で
強

く
す
る
会
の
事
務
所
に
向
か
っ
た
。
メ
ン

バ
ー
が
着
て
い
た
白
地
に
赤
の「
Ｃ
」マ
ー

ク
が
入
っ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
出
し
、
今
回
の
諸
費
用
や
駅
伝
の
結

果
な
ど
を
ま
と
め
て
、
帰
宅
す
る
の
は
午

後
10
時
ご
ろ
に
な
る
と
い
う
。

　

朝
倉
さ
ん
は
、
多
忙
な
二
日
間
を
振
り

返
り
な
が
ら
、「
や
っ
ぱ
り
ハ
コ
ネ
が
好

き
だ
か
ら
ね
」
と
ホ
ッ
と
し
た
よ
う
に

笑
っ
た
。

学
生
記
者
取
材
班

佐
武
祥
子
＝
法
学
部
3
年
／
渡
辺
紗
希

＝
法
学
部
３
年
／
野
村
有
希
＝
経
済
学

部
２
年

邉田幸藏さん


